
「
全
唐
詩
』

中
の

「
臨
刑
・
臨
化
」

詩

謄
.
五
代
に
お
け
る
「
臨
終
詩
」
及
、
ぴ
び
「
臨
刑
詩
」
と
し
て
は
、

玄
亮
「
附
臨
削
終
詩
」
(
吋
芳
ム
全
点
臨
符
麿
円
明
一
詩
い
巻
問
六
六
)
て
、
醇
準
「
臨
終
詩
'

全
邸
府W
詩
い
巻
七
一
一
五
五
)
て
、
江
為
「
臨
刑
詩
」
(
吋
叉
ム
全
全
七
上
ト
麿
詩
』
巻
七
四

一
こ
)
寸
、
顔
令
資
「
臨
終
召
客
」
(
吋
京b

る
0

中
で
も
江
為
の
詩
は
、
わ
が
関
の
大
津
皇
子
の
「
臨
終
」
詩
と

A
1
i

、

の
関
連
か
ら
こ
れ
ま
で
も
し
ば
し
ば
論
じ
ら
れ
て
き
た

D

ま
た
、
こ

れ
ら
の
「
臨
終
詩
」
と
「
臨
刑
詩
」
に
つ
い
て
は
、
拙
論
に
お
い
て

弘ク乙

も
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
口
し
か
し
、
詳
細
に
見
る
な
ら
ば
、
吋
ム
ト
ヰ
唐

詩
い
に
収
録
さ
れ
る
、
死
に
臨
ん
で
制
作
し
た
と
さ
れ
る
詩
は
こ
れ

ら
の
み
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

①

陳

璃

「

臨

刑

持

」

(

巻

七

一

一

一

二

)

命

鄭

磁

「

臨

刑

詩

」

巻

七

一

一

一

一

一

一

)

①
陳
寡
一
一
一
一
悶
「
臨
化
不
弟
子
」
巻
八
五
一
一
)

〆~../'~ 

f友

秋

万泰

正

損
「
臨
別
賦
」
(
巻
八
六
一
一
一
)

女
「
臨
化
絶
句
」
(
巻
八
六
一
一
一
)

こ
の
う
ち
鄭
額
(
釈
智
命
)
は
、
惰
末
の
混
乱
期
に
鄭
帝
と
自
称

た
五
世
充
に
、
そ
の
誠
一
一
一
一
口
ぶ
り
と
出
家
し
た
こ
と
と
が
忌
ま
れ
、

武
徳
二
年
(
六
一
八
)
に
斬
刑
に
処
せ
ら
れ
て
お
り
、
実
質
的
に
は

時
代
の
人
で
あ
る
。
そ
の
「
臨
別
詩
」
は
「
続
高
僧
伝
』
本
伝
に
見

え
、
空
白
詩
紀
」
巻
百
二
十
八
、
選
欽
立
「
先
秦
漢
貌
晋
南
北
朝

4
q
J
U
}
 

詩
」
階
詩
、
巻
十
な
ど
に
収
録
さ
れ
て
い
る

D

従
っ
て
本
稿
に
お
い
て
は
、
鄭
顧
の
詩
を
除
く
他
の
詩
の
出
血
ハ
を

確
認
し
つ
つ
、
こ
れ
ら
今
ま
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
四
篇

の
詩
の
性
格
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

@ 
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ま
ず
、
陳
璃
の
詩
を
取
り
上
げ
よ
う
。
陳
璃
の
経
歴
と
詩
は
、

唐
・
皐
甫
枚
撰
「
一
一
一
水
小
臆
』
巻
下
に
見
え
て
お
り
、
こ
れ
を
出
典
、



と

す

る

巻

コ

…

、

鬼

一

…

一

十

八

、

陳

璃

の

条

の

記
載
と
の
異
問
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
さ
…
水
小
股
い
か
ら
引

用
す
る
が
、
長
く
な
る
の
で
、
練
璃
が
滞
(
江
蘇
省
浦
県
)
に
一
民
つ

F
A刈
b

d

た
の
ち
、
印
間
後
と
称
し
た
時
滞
が
許
さ
な
か
っ
た
の
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
机
川
一
討
を
用
い
て
武
寧
箪
節
度
使
の
支
詳
と
そ
の
一
族
を
殺
毅

す
る
部
分
は
省
略
す
る
。

練
瑞
者
、
泊
中
之
卒
徒
也
。
与
故
徐
帥
時
浦
、
少
結
軍
中
兄
弟

之
好
。
及
浦
為
文
詐
所
任
、
瑞
亦
累
選
右
戦
。
黄
巣
之
乱
、
支
砕

簡
助
本
五
千
人
、

AMm浦
総
之
而
話
、
瑞
為
次
将
ゥ
諸
白
…
許
一
日
間
趨
洛

下
、
説
明
以
千
人
反
平
陰
自
滞
乃
矯
称
支
命
、
追
丘
ハ
廼
。
於
口
走
引
師

h
b
J
鴻
合
、
属
平
除
、
掠
悶
問
問
下
。
:
:
:
其
後
荷
受
朝
命
、
乃
表

鴻
為
{
相
川
太
守
。
璃
性
惜
酷
車
問
殺
、
復
一
陣
級
一
定
剤
、
百
姓
略
怨
。

冗
年
中
、
質
賄
山
積
。
浦
川
浩
之
、
乃
命
都
将
張
友
代
端
。
璃
怒
、

不
受
命
。
友
五
、
処
別
第
、
以
侠
璃
出
。
瑞
夜
系
議
俊
五
百
余
人

間
友
。
遅
明
、
友
自
領
腕
仰
木
百
余
人
炎
之
。
鴻
潰
、
与
十
余
騎
走

品
K

A

3

1

、
t
f
F
J
O
R芝
在
、
詩
故
一
良
乙
主
人
二
千
'n

号
人
干
裁

は

μ
部
女

J
i
g
d
t均一よ
f
J

一

2
3
4内

j
/
i
;
{日
月
少
」

J
J七
刀

H
1
1
J
4
4二川

之
者
、
執
以
送
部
。
友
一
鶴
一
之
、
往
白
浦
。
浦
命
新
之
於
郡
9

瀬
本

山
側
川
仰
木
朴
、
不
知
書
。
臨
刑
、
忽
索
築
蹴
詩
日
、
積
玉
堆
金
官
又

崇
、
禍
来
候
忽
変
成
宮
、
五
年
栄
貴
今
何
荘
、
不
思
ハ
南
利
一
夢
中

時
以
為
鬼
代
作
患
の

線
鴻
は
、
浦
中
の
半
徒
な
り
。
故
の
徐
の
帥
の
侍
浦
と
、
少
く

よ
!ν

し
て
箪
中
兄
弟
の
好
み
を
結
ぶ
。
浦
支
詳
の
任
ず
る
所
と
為
る

め

に
及
び
、
璃
も
亦
右
職
に
累
遷
す
司
黄
巣
の
乱
に
、
支
辞
し
て

・
λ
F
つ

勤
卒
五
千
人
を
簡
び
、
諸
に
命
じ
て
之
を
総
べ
て
西
せ
し
め
、
璃

を
次
将
と
為
す
む
捕
許
昌
よ
り
治
下
に
趨
り
、
瑞
千
人
を
以

い
つ
・
わ

て
一
千
陰
に
反
す
む
浦
乃
ち
支
の
命
と
矯
り
称
し
、
兵
を
追
い
て

ひ
き

廻
る
つ
是
に
於
い
て
蹄
を
引
い
て
鴻
と
合
し
、
平
陰
を
屠
り
、
問
問

自
を
掠
め
て
下
る
ョ
:
:
:
其
の
後
浦
朝
命
を
受
け
、
乃
ち
表

し
て
璃
を
宿
州
太
守
と
為
す

3

璃
性
潜
酷
に
し
て
殺
す
を
喜
び
、

ほ
し
い
ま
ま

復
た
歓
を
厚
く
し
て
刑
を
淫
に
し
、
百
姓
嵯
怨
す
。
五
年
の
中
、

賞
賠
山
積
す
。
浦
之
を
悪
み
、
乃
ち
都
将
の
張
友
に
命
じ
て

璃
に
代
え
ん
と
す

3

璃
怒
り
、
命
を
受
け
ず
。
友
歪
り
て
、

別
第
に
処
り
、
以
て
矯
の
出
づ
る
を
侠
つ
。
矯
夜
警
俊
五
百

余
人
を
率
い
て
友
を
閤
む
つ
運
明
、
友
自
ら
緩
果
な
る
一
百
余
人

を
領
し
て
之
を
突
く
合
璃
潰
え
、
十
余
騎
と
走
り
出
づ
る
こ
と

数
十
虫
、
従
騎
皆
な
亡
、
げ
、
瑞
其
の
馬
を
棄
て
て
微
服
し
食

を
野
に
乞
う
白
野
人
之
を
識
る
者
有
り
、
執
え
て
以
て
郡
に
送

(

-

々

つ

る
。
友
之
を
繋
ぎ
、
往
き
て
浦
に
白
ぐ
。
浦
命
じ
て
之
を
郡

に
斬
る
η

矯
本
よ
り
嬬
停
に
し
て
木
朴
、
蓄
を
知
ら
ず
。
刑
せ

{
m
h
d
w
 

ら
る
る
に
臨
ん
で
、

-A
ち
筆
を
索
め
詩
を
賦
し
て
臼
く
、

つ

っ

た

か

玉
を
強
み
金
を
堆
み
官
も
又
楽
し

禍
来
り
倹
忽
に
し
て
変
じ
て
空
を
成
す

禍
来
倹
忽
変
成
空
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戸

T

J

P

司

E
9
M
唱

〉

山
ん
つ
ん
い
ノ
¥
い
れ
竹
村
4

伐
と

不

思

ハ

南

利

一

南

初

夢

の

中

に

異

な

ら

ず

と
。
時
に
以
て
鬼
の
代
作
と
為
す
な
り
の

詩
中
の
「
五
年
」
は
文
中
に
見
え
た
よ
う
に
、
陳
璃
が
稿
州
(
安

徽

省

街

間

取

)

の

太

守

で

あ

っ

る

が

、

以

下

に

見

る

よ

で
は
、
こ
の
詩
に
は
ど
の
よ
う
な
史
実
が
背
景
と
し
て
想
定
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
市
川
唐
金
立
巻
百
八
十
一
凶
、
に
は
、

時
樽
と
陳
瑞
の
関
係
が
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
の

時
減
、
彰
城
人
、
徐
之
牙
将
。
黄
巣
拠
長
安
、

i
ぺ
J

0

3

1

J

凶

山
一
切

ω

ロ

J
H
Z
イ
京
T

一

千
赴
難
。

劉
河
陰
県
遇
。
鴻
招
合
淑
論
、
其

川

被

弾

、

詳

遺

人

迎

稿

、

悉

恕

之

。

鴻

乃

移

家
向
徐
州
。
既
入
、
軍
人
大
呼
、
推
鴻
為
留
後
、
送
詳
於
大
彰
館
中

鴻
大
出
資
装
、
遺
隙
瑞
援
詳
帰
京

G

詳
宿
七
里
亭
、
其
夜
為
璃
所

殺
、
挙
家
展
骨
一
問
。
鴻
以
璃
為
街
州
刺
史
、
党
以
遠
命
殺
詳
、
薄
訴

端
、
又
令
別
将
帥
第
一
一
一
千
赴
離
京
師
。
天
子
還
宮
、
授
之
節
披
。

時
滞
は
、
彰
城
の
入
、
徐
の
牙
将
な
り
。
黄
巣
一
長
安
に
拠
ワ
、

認
し
て
天
下
の
兵
を
徴
し
て
進
討
せ
し
む
。
中
和
二
年
、
武
寧
章

節
度
使
交
詳
鴻
と
部
将
陳
璃
を
し
て
師
五
千
を
率
い
て
離
に
赴

か
し
む
の
行
く
ゆ
く
河
桧
に
主
ら
ん
と
し
て
、
箪
乱
れ
、
河
陰
県

ム

υ
d
g

を
瓢
め
て
遡
る
つ
招
合
し
て
嫌
諭
し
、
其
の
衆
復
た
集
る
も
、

お
ざ

叩
非
を
憐
れ
、
境
上
に
屯
す
円
詳
人
を
し
て
迎
え
て
稿
ら
わ
し
め
、

悉
く
之
を
恕
す
っ
鴻
は
乃
ち
箪
を
移
し
て
徐
州
に
向
か
う
。
既
に

入
れ
ば
、
軍
人
大
い
に
附
び
、
鴻
を
推
し
て
留
後
と
為
さ
ん
と

し
、
詳
を
大
彰
館
に
送
る
。
博
大
い
に
資
装
を
出
だ
し
、
阪
瑞

を
し
て
詳
を
援
け
て
京
に
帰
ら
し
め
ん
と
す
。
詐
七
患
亭
に
宿

り
、
其
の
夜
鴻
の
殺
す
所
と
為
り
、
家
を
挙
げ
て
屠
寄
せ
ら
る
。

樽
璃
を
以
て
宿
州
刺
史
と
為
さ
ん
と
す
る
も
、
寛
に
命
に
速
い
て

詳
を
殺
す
を
以
て
、
博
矯
を
株
し
、
又
別
将
を
し
て
軍
一
一
一
千
を

ひ
き帥

い
て
難
に
京
都
に
赴
か
し
む
。
天
子
宮
に
還
り
、
之
に
節
銭

を
授
〈
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
隙
塔
が
抹
殺
さ
れ
た
の
は
中
和
二
年
(
八
八

一
一
)
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
が
、
時
博
が
文
詳
を
追
放
し
た
時
期
に

つ
い
て
、
吋
旧
皆
常
一
回
』
巻
十
九
下
、
信
宗
本
紀
の
広
明
元
年
(
八
八

O
)
の
条
は
九
月
の
こ
と
で
あ
る
と
し
、
「
新
唐
骨
…
一
日
」
巻
九
、
催
。
訳

本
紀
は
八
月
の
こ
と
と
し
て
い
て
、
月
は
異
な
る
も
の
の
、
い
ず
れ

も
成
明
元
年
の
こ
と
と
し
て
い
る
ひ
ず
一
水
小
腹
い
の
逸
話
は
、

「
詩
」
を
除
い
て
、
あ
る
程
度
は
史
実
を
踏
ま
え
た
も
の
に
な
っ
て

い
る
が
、
陳
璃
は
実
際
に
五
年
間
宿
州
刺
史
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な

く
、
時
鴻
の
命
令
に
反
し
て
訴
せ
ら
れ
る
ま
で
の
こ
と
は
す
べ
て
広

明
元
年
、
も
し
く
は
中
和
二
年
中
の
出
来
事
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
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時
鴻
伝
は
、
以
下
の
よ
う
に
、
際
瑞
が
耕
一
件
殺
さ
れ
る
に

P

ハh
u
〆

至
る
経
緯
を
よ
り
簡
潔
に
記
し
て
い
る
。

鴻
一
惇
問
品
ハ
蛍
袋
、
遺
瑞
護
還
京
姉
、
夜
駐
七
皇
官
午
、
璃
控
殺
詳
、

属
党
〈
家
。
博
怒
、
者
璃
宿
川
川
制
約
史
、
俄
殺
之
。
別
遺
将
引
鋭
兵
一
一
一

千
入
関
、
矯
京
国
以
武
寧
節
度
命
之
。

叫
排
…
浮
く
紫
装
を
具
、
ぇ
、
瑞
を
し
て
護
り
て
京
師
に
還
ら
し
め

ん
と
す
る
に
、
夜
七
mm卒
に
駁
ま
る
や
、
瑞
捷
に
詳
を
殺
し
、

其
の
家
を
一
層
る
つ
博
怒
り
、
痛
を
指
州
刺
史
仁
署
せ
ん
と
す
る

内》
L
J
G

も
、
俄
に
之
を
殺
す
り
別
に
将
を
し
て
鋭
兵
三
千
を
引
い
て
関
に

入
ら
し
め
、
傍
宗
悶
り
て
武
寧
節
度
を
以
て
之
に
命
ず
の

こ
の
詩
は
吋
一
一
…
水
小
脳
い
が
「
鬼
の
代
作
」
か
と
'
記
し
て
い
る
よ

う
に
、
文
字
を
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
陳
鴻
の
作
か
ど
う
か
は
大
い

に
疑
問
が
残
る
ゆ
仮
に
線
璃
の
詩
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
が
詠
じ

ら
れ
た
中
和
二
年
、
あ
る
い
は
広
明
元
年
と
い
え
ば
、
麿
王
朝
は
大

混
乱
に
陥
っ
て
い
た
。
常
一
巣
の
箪
が
長
安
を
陥
落
さ
せ
た
の
は
広
明

党
年
十
二
月
、
信
来
が
成
都
に
着
い
た
の
は
明
く
る
中
和
光
年
正
月

の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
情
況
に
つ
い
て
、
例
え
ば
巻

十
九
、
新
遺
伝
は
、
次
の
よ
う
に
詰
っ
て
い
る
の

光
砕
初
、
王
綿
不
振
の
是
時
天
下
諸
侯
、

他
殺
激
鎚
、
悶
法
英
能
制
。

(
八
八
五
i
八
八
八
)
の
初
め
、

治
市
町
板
H

町

L
J
コh
q
T
3
1

長
る
わ
ず
口

'寸バ
J

I

J

V

〆
V

の
時
天
下
の
諾
侯
は
、
半
ば
群
盗
よ
り
出
で
、
強
弱
楠
い
臨
一

た

の

も

と

み
、
衆
を
佑
み
て
寵
を
逝
め
、
国
法
能
く
制
す
る
莫
し
。

従
っ
て
、
陳
璃
の
詩
も
、
晩
麿
の
混
乱
期
に
幸
運
を
つ
か
み
そ
こ

ね
た
一
軍
人
の
作
品
、
も
し
く
は
棟
璃
に
仮
託
し
た
作
品
と
し
て
読

む
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

次

の
詩
を
見
ょ
う
。
陳
寡
一
一
一
一
回
に
つ
い
て

二
の
小
伝
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

盟
隣
人
。
従
田
良
逸
学
道
、
一
冗
和
中
住
桐 巻

柏
山
む
詩
二
首
む

線
寡
一
一
一
一
問
、
学
は
太
初
、
の
人
な
り
c

由
良
逸
に
従
い
て
道

を
学
、
ぴ
、
元
和
中
欄
柏
山
に
住
む
。
詩
二
首
。

こ
の
記
述
は
、
唐
・
越
燐
撰
宮
山
話
録
い
巻
回
、
角
部
に
見
え
る

ハ
ウ
4
，

一
帯
と
、
宋
・
線
審
郷
撰
翠
加
定
赤
城
志
い
巻
三
十
五
、
人
物
内
問
、

一
の
条
に
見
え
る
記
事
と
に
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

9

前
者

に
は
次
の
よ
う
に
一
一
一
ほ
う
り

元
和
初
、
南
岳
道
土
問
良
逸
・
蒋
含
弘
皆
道
業
絶
高
、
遠
近
欽

敬
、
時
号
剖
・
蒋
ご
:
:
:
桐
柏
山
隙
森
一
一
一
一
?
徐
霊
府
'
鴇
壁

入
、
皆
出
之
弟
子
也
市
a

陳
・
徐
在
東
南
、
品
第
比
呂
・

而
品
在
欧
陽
之
列
っ

(70) 



-まけ，
k

，ヵ
I
A
十

ι
也勾叶
b
試
品
出
回
一
山
貯
伏

4
1
A
T
5
;上
i
f
、
L
起
河

時
に
問
・
持
と
号
す
。
:
:
:
桐
柏

翼
の
一
二
人
は
、
皆
、
な
自
の
弟
子
な

・
:
陳
・
徐
は
東
南
に
住
り
て
、
品
第
は
問
・
蒋
に
比
し
、

子J

山
中
品
九
一
-
、
三
l

乃

Hψ
こ
一
と
り
ノ
。

-m防
F
Zノ
l
J
f

柄
柏
山
は
断
江
省
天
台
県
の
商
北
に
あ
る
山
。
紫
雲
…
一
年
に
柄
柏

繊
(
一
名
、
山
bm
道
線
)
が
建
て
ら
れ
た
の
ま
た
、
後
者
に
は
次
の
よ

、
つ
に
一
宮
、
つ
日

〕

]

〉

、

j
ニ
1

〉

。
一
担
比
葎
長
。
↑

李
主
川
氏
放
し
、

i
i
f
1
 

りiJj

成
一
¥
、
と
と
U

0

3

7

J

コJ
Z
M
L
F
、
寸
人
ヰ
寸
、
主

治
犯

f
ノ

d
イ
斗
メ

J45

ー
下
旬
γ

上
苦
汁
羽
ぺ

i
f吉

H
H

行
円

唐
詩
云
、
:
:
:
。
陥
化
以
詩
別
其
徒
口

、
越
の
入
、
字
は
太
初
。
初
め
正
一
替
に
隠
れ
、
号
し

て
華
琳
と
日
い
、
詩
昧
を
以
て
自
ら
娯
し
む
。
其
の
山
賠
詩
に
去

う
、
:
:
:
口
化
す
る
に
臨
ん
で
詩
を
以
て
其
の
徒
に
別
る
。

ヱ
措
定
感
城
忘
い
は
、
彼
が
遷
化
す
る
に
捺
し
て
「
詩
」
を
作
っ

た
と
一
寄
っ
て
い
る
が
、
詩
は
引
か
な
い
。
京
本
時
詩
」
に
「
臨
化
示

子
」
と
し
て
載
せ
る
詩
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
日

我
本
無
形
暫
有
形
我
本
と
形
無
き
に
暫
ら
く
形
有
り

偶
来
人
世
遂
営
営
偶
た
ま
人
世
に
来
り
て
逐
う
こ
と
営
営
た
り

か

え

お

わ

輪
、
週
債
偽
ハ
ム
7
遊
撃
輪
選
の
償
負
今
逮
し
畢
り

搭
首
儲
然
帰
上
清
誌
を
扱
き
て
俄
然
と
し
て
上
滑
に
埠
る

こ
の
詩
に
は
仏
家
と
道
家
の
認
が
混
在
し
て
い
る
9

「
輪
廻
」
が

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
「
上
清
」
は
道
家
の
、
い

わ
ゆ
る
ウ
」
の
…
で
あ
り
、
吋
雲
笈
七
銭
」
巻
一
一
寸
道
教
本

始
部
の
「
道
教
一
一
一
洞
宗
一
冗
」
に
、
「
其
一
一
一
清
境
者
、
一
主
清
・
上
清
・

太
清
日
克
也
明
亦
名
一
一
一
夫
。
其
…
…
一
夫
者
、
清
徴
天
・
間
余
天
・
大
赤
天

間
地
也
司
:
:
:
釜
山
え
君
治
在
上
清
境
、
即
百
円
余
天
也
。
」
(
其
れ
一
一
一
清
境

と
は
、
十
中
心
情

-
K清
・
太
清
是
れ
な
り
。
亦
一
一
…
天
と
名
づ
く

D

其
れ

三
天
と
は
、
溶
搬
天
・
♂
出
向
余
天
・
大
赤
天
是
れ
な
り
。
:
:
:
霊
山
本
君

の
治
は
上
清
境
に
在
り
、
即
ち
馬
余
天
な
り
G
)

と
あ
る
。
「
掻
首
」

は
物
思
い
に
ふ
け
る
さ
ま
を
一
一
一
一
向
う
よ
う
だ
が
、
「
協
然
」
の
一
詰
が
物

事
に
と
ら
わ
れ
な
い
ゆ
っ
た
り
し
た
さ
ま
を
一
一
一
一
向
う
こ
と
か
ら
す
る
と
、

詩
全
体
と
し
て
は
、
俗
世
を
去
っ
て
清
境
に
帰
す
る
淡
々
と
し
た
心

境
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

(71) 

自

「

8
}

次

に

が

楊

損

の

作

と

し

て

載

せ

る

「

臨

刑

賦

」

を

晃
ょ
う
。
楊
損
の
伝
は
市
山
皆
骨
一
之
巻
百
七
十
六
と
「
新
鷹
番
」
巻

百
七
十
四
に
あ
る
9

『
新
棲
晶
一
一
闘
い
の
そ
れ
を
見
て
お
こ
う
。

損
字
予
黙
、
訴
蔭
補
藍
思
樹
、
至
殿
中
侍
御
史
。
:
:
:
隙
誠
事

乱
、
逐
観
察
使
渥
莞
、
命
損
代
之
、
主
則
尽
株
有
罪
者
。
拝
平
鹿

節
度
使
、
徒
天
平
、
未
赴
復
留
、
卒
{
目
下
。

ょ

損
字
は
子
黙
は
、
蔭
に
訴
り
て
藍
自
の
尉
に
補
せ
ら
れ
、
殿



:
・
快
械
の
軍
乱
れ
、
観
察
使
桜
葬
を
逐
い
、

こ
と
ニ
と

損
に
命
じ
て
之
に
代
え
し
む
る
に
、
至
れ
ば
別
ち
尽
く
界
有
る
者

ム
ノ
つ

を
株
す
。
平
鹿
節
度
使
に
拝
せ
ら
れ
、
天
平
に
徒
さ
れ
ん
と
す
る

も
、
未
だ
赴
か
ず
し
て
復
た
留
り
、
宮
山
?
に
卒
す
。

楊
損
が
没
す
る
前
後
の
記
事
は
、
日
川
唐
書
い
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
司

楊
携
に
関
す
る
逸
話
は
、
こ
の
ほ
か
宙
訪
問
林
い
巻
七
、
吋
御
覧
唐

閥
史
い
下
な
ど
に
も
見
え
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
彼
が
刑
死
す
る
に

至
る
状
況
は
全
く
う
か
が
わ
れ
な
い
っ
楊
損
は
、
実
は
楊
助
の
誠
一
仇
り

f
門
川
J
V

一
v

で
あ
る
。
楊
劫
の
逸
話
は
宋
人
の
撰
に
な
る
吋
新
編
分
内
布
今
類

fm 

い
に
見
え
て
い
る
ゥ

楊
助
者
、
前
倒
後
主
乾
徳
中
、
世
間
寸
楊
僕
射
、
不
知
何
処
入
、

変
化
紙
…
常
。
為
後
主
刀
口
群
伯
於
蒸
風
殿
、
別
部
侍
郎
議
嬬
奏
其
妖

峰
、
帝
人
命
武
士
於
…
山
市
教
之
。
随
一
刃
化
為
革
、
人
未
一
ム
十
一
行
法
処
、

僕
射
吟
詩
日
、
車
、
五
何
曾
識
仲
都
、
可
憐
社
桜
在
須
兜
、
市
溜
使

誌
で
山
中

eH
許
可
守
、
在
公
式

t
i
w引
の
す
匂
4

e

A

F

P

、
長
ミ
ミ
自
、
到
校
時
主
、

i
/
4
4
1
官
¢
H

h

山ド、
d
一何河ふ小
sHU
コー、，
v

o

jノ
/
J
4
d
f、ヨバツ
f
h

身
力
HPj/

一
一
一
一
口
、
此
亦
可
以
知
郎
ハ
廃
之
有
前
定
也
。

楊
劫
は
、
前
掲
の
後
、
一
土
の
乾
徳
中
、
世
に
楊
僕
射
と
号
す
る
も
、

何
処
の
人
な
る
か
を
知
ら
ず
、
変
化
し
て
常
挺
し
り
談
、
…
十
一
の
為
に

，
砕
仙
を
議
胤
般
に
沼
さ
ん
と
す
る
に
、
刑
部
侍
郎
鴻
嬬
其
の
妖

棋
は
な
る
を
奏
し
、
帝
武
士
に
命
じ
て
関
市
に
於
い
て
之
を
裁
さ

し
め
ん
と
す
。
刃
に
飽
い
て
化
し
て
取
と
為
旬
、
人
の

令

Y
T
d
q

行
う
に
主
ら
ざ
る
処
に
、
僕
射
詩
を
吟
じ
て
巴
く
、

護
主
何
曾
識
仲
都
翠
主
何
ぞ
曾
て
仲
都
を
識
ら
ん
や

可
鉾
社
稜
在
須
央
憐
む
べ
し
社
稜
は
須
央
に
在
り

市
西
使
是
神
仙
窟
市
西
は
使
ち
是
れ
神
仙
の
窟

@
勺
〆

何
必
乗
撞
汎
五
滞
何
ぞ
必
ず
し
も
機
じ
乗
り
て
五
湖
に
汎
か

ば
ん

と
ョ
其
の
年
の
冬
、
後
主
留
を
失
う
こ
と
、
果
た
し
て
其
の
一
一
一
一
口

の
如
し
、
北
れ
亦
以
て
興
廃
の
前
定
有
る
を
知
る
べ
き
な
り
。

こ
の
話
柄
は
前
甥
の
後
主
・
主
的
の
乾
徳
年
間
(
九
一
九
i
九
二

郎
)
の
こ
と
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
詩
を
克
て
み
よ
う
。
「
仲

都
」
は
、
千
一
件
都

2

前
漢
'
一
冗
惜
の
時
代
の
漢
中
の
方
土
で
、
ど
ん

な
策
、
暑
に
も
紛
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
例
え
ば
、
椛
康
「
答

難
養
生
論
」
に
、
「
仲
都
冬
裸
市
体
境
、
夏
装
出
身
涼
、
極
刑
諮
問
偶

耐
寒
暑
乙
(
仲
都
は
冬
は
裸
に
し
て
体
は
温
か
く
、
夏
は
裂
き
て
身

は
涼
し
、
…
納
額
課
、
つ
偶
た
ま
謀
、
同
柏
村
に
耐
う
と
。
)
な
ど
と
見
え
て
い
る

Q

起
句
と
承
勾
の
関
連
は
分
か
り
に
く
い
が
、
あ
な
た
は
、
主
仲
都
の

よ
う
な
方
上
一
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
の
か
、
そ
の
よ
う
に
松
山
知
だ

か
ら
憐
れ
な
こ
と
に
、
王
朝
が
ま
も
な
く
滅
び
る
こ
と
も
分
か
っ
て

い
な
い
の
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
の
結
句
は
、
春
秋
時
代
、

践
を
助
け
て
山
内
を
滅
ぼ
し
た
の
ち
、
軽
舟
に
乗
っ
て

ご
と
を
踏
ま
え
て
、
市
部
で
斬
ら
れ
で
も
、
そ
こ
は

(72) 



制
府
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
、
わ
ざ
わ
ざ
五
湖
に
行
か
な
く
と
も

婦
絡
が
か
な
う
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
の

五

1
1
A
U
 

に
、
の
女
の
「
臨
化
絶
句
」
と
さ
れ
る
詩
を
見
て
お

こ
う
。
こ
の
詩
は
、
「
太
平
広
記
い
巻
七
十
、
女
仙
十
五
、
づ
士
氏

、
内
/
}
、

女
」
の
条
に
見
え
て
い
る
。
や
や
長
く
な
る
が
全
文
を
引
く
口

五
氏
女
、
徽
之
妓
由
。
父
随
兄
入
問
。
徽
之
時
在
翰
林
、
王
氏

い
H
J
J

所
生
母
劉
及
嫡
母
接
、
寓
賠
常
川
川
義
胤
ハ
禁
制
欣
猪
桂
巌
山
。
与

、
倒
護
観
相
近
。
主
氏
自
幼
一
小
食
倒
肉
n

攻
…
部
翰
、
普
琴
、
好
加
熱
為

清
静
之
道
口
及
長
、
誓
志
不
嫁
。
常
持
大
澗
一
一
一
十
九
章
・
道
徳
山
県

旬
。
一
戸
室
之
中
、
時
有
興
香
気
。
父
母
敬
典
之
。
一
日
…
小
疾
。
袈

与
劉
於
洞
寵
一
蹴
修
議
祈
一
稿
。
是
日
稿
愈
、
亦
間
諸
澗
護
仏
橡
前
、

焚
香
祈
祝
、
及
焼
帰
、
坐
於
門
右
片
…
わ
之
上
、
題
絶
句
目
、
翫
水

笠
山
知
足
時
、
諸
仙
娯
下
聴
吟
詩
、
此
心
不
恋
唐
人
世
、
唯
見
天

辺
双
鶴
飛
。
此
タ
奄
然
出
終
。
及
明
、
有
二
鶴
棲
於
庭
樹
。
有
仙

楽
盈
輩
、
党
有
異
香
。
透
明
興
、
共
奔
看
之

P

隣
人
以
是
白
於

湖
獄
鍍
吏
詳
験
、
鶴
巳
飛
+
間
四
所
報
者
。
装
及
劉
焚
香
告
日
、

汝
者
得
道
、
却
為
降
鶴
、

N

、
勿
使
其
濫
獲
罪
世
。
良
久
、

双
鶴
昨
於
庭
、
旬
日
又
降

9

巌
之
下
、
棺
軽
、
担
開
香
気

発

措

撹

之

、

今

以

桂

巌

所

居

為

道

官

ヰ

9

別

五
氏
の
女
は
、
徽
の
援
な
り
ョ
父
円
ん
に
隠
っ
て
関
に
入
る
。

徽
の
時
に
紛
林
に
在
る
や
、
王
氏
は
所
生
の
母
劉
及
び
嫡
母
の
裂

と
、
常
川
川
義
印
刷
川
県
湖
淑
渚
の
桂
巌
山
に
寓
居
す
。
澗
笠
観
と
相
い

お
‘
古

近
し
。
五
氏
は
幼
き
よ
り
酒
肉
を
食
ら
わ
ず
の
認
翰
を
攻
め
、
琴

を
普
く
し
、
加
熱
為
情
静
の
道
を
好
む
。
長
ず
る
に
及
、
び
、
誓
志
し

て
嫁
が
ず
っ
営
に
大
将
一
一
一
十
九
業
・
道
徳
意
匂
を
持
す
。
一
戸
室
の

中
、
特
に
異
な
る
香
気
有
り
つ
父
母
之
を
敬
異
す
。
一
日
一
小ぞ

や

疾
あ
り
。
袈
と
劉
と
澗
霊
綴
に
修
斎
し
て
揺
を
折
る
。
是
の
自
和

と

も

い

た

愈
え
、
亦
向
に
潟
援
の
仏
像
の
前
に
誇
り
、
香
を
焚
き
て
折
祝
し
、

暁
に
及
ん
で
帰
る
に
、
門
お
の
片
石
の
上
に
坐
し
、
絶
句
を
題
し

て
日
く
、

翫
水
登
山
紙
一
足
時
水
を
翫
し
山
に
登
る
も
足
る
時
無
し

諸
仙
頻
下
聴
吟
詩
諸
他
頻
り
に
下
り
て
詩
を
吟
ず
る
を
聴
く

此
心
不
恋
配
地
人
世
此
の
心
人
世
に
居
る
を
恋
わ
ず

唯
見
天
辺
双
鶴
飛
唯
だ
見
ん
天
辺
に
双
鶴
の
飛
ぶ
を

と
。
此
の
タ
ペ
奄
然
と
し
て
終
る
a

明
く
る
に
及
ん
で
、
一
一
鶴
の

庭
樹
に
棲
む
有
句
っ
仙
楽
の
室
に
盈
つ
る
有
り
て
、
毘
ハ
香
有
る
を

党
ゆ
号
遠
近
驚
異
し
、
共
に
奔
り
て
之
を
看
る
ョ
隣
人
是
を

つ

以
て
湖
械
の
鎮
吏
に
白
ぐ
れ
ば
詳
験
す
る
に
、
鶴
己
に
飛
び
去

ーと
F
つ

り、

m
w
?っ
て
報
ず
る
所
の
者
を
図
、
つ
白
髪
及
び
劉
は
香
を
焚
き
て



て
日
く
、
汝
若
し
道
を
得
た
る
も
の
な
れ
ば
、
却
っ
て
降

す

す

え

鶴
と
為
り
、
以
て
隣
人
を
繋
ぎ
、
其
れ
を
し
て
濫
り
に
罪
を
獲
し

phv 

む
る
勿
れ
と
っ
良
久
し
く
し
て
、
双
鶴
庭
に
降
り
、
匂
日
に
し

て
又
降
る
の
桂
綴
の
下
に
葬
る
に
、
棺
経
く
、
但
だ
香
気
の
常
に

叫

υpり

間
拘
る
を
開
く
の
み
。
精
を
発
き
て
之
を
視
る
に
、
止
だ
衣
掲
の
み
。

今
枝
巌
の
居
る
所
を
以
て
道
室
と
為
す
。
別
ち
乾
符
元
年
な
り
司

王
徽

(
?
i
八
九

O
)
は
京
兆
の
王
氏
の
出
で
あ
り
、
古
川
唐

い
巻
在
七
十
八
と
読
料
唐
敢
闘
い
百
八
十
五
に
そ
れ
ぞ
れ
伝
が
あ
る
。

こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
彼
は
大
中
十
一
年
(
八
五
七
)
の
進
士
で
、
強

宗
、
信
京
、
昭
宗
の
一
一
一
朝
に
仕
え
、
宰
相
に
ま
で
奈
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
同
志
宝
引
い
に
は
彼
の
兄
と
そ
の
子
に
関
す
る
記
載
は
な
い
っ

従
っ
て
、
彼
た
と
そ
の
生
母
及
び
嫡
母
が
な
ぜ
常
州
義
輿
県
(
江
蘇

省
義
興
市
)
に
い
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
っ
た
だ
、
彼
女
た
ち
が
寓

腐
し
た
と
い
う
湖
欣
渚
の
桂
巌
山
に
近
い
糊
護
観
は
、
義
蹴
ハ
県
の
東

南
、
撲
の
長
道
陵
が
住
ん
だ
と
い
う
張
公
澗
の
付
近
に
あ
っ
た
道
観

で
あ
り
、
…
名
を
…
大
申
古
と
も
詰
っ
た
り
泉
南
向
に
五
律
「
指
洞
一
等

矧
」
(
吋
全
麿
詩
い
巻
二
王

O
)
が
あ
っ
て
、
そ
の
起
・
額
聯
は
次
の

よ
う
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。

民
主
主
詩

d

そ

県

型

勺

A
u
w
h
山
μHJ託
、
匁
引
日
、
率
引
内
主
引
M
ド
山
村

山
に
満
ち
て
築
、
し

高
搬
を
凌
ぎ

人
へ
ん
寸

4
5
ι
r
qけ

hz

rリ，
W
1
1
3
4
J
一
〆

&
r戸
川
百
L
H

4
4
1
J
A
A
3
下
t
，
1taeγ
打
。

松
柏

寄

苔

封

古

壇

寄

苔

古

壇

を

封

ず

彼
女
た
ち
は
道
家
で
い
う
福
地
の
近
く
に
住
ん
で
い
た
こ
と
に
な

る
5

五
氏
の
女
が
早
く
か
ら
無
為
清
静
の
道
を
好
ん
だ
と
い
う
の
も
、

そ
の
環
境
が
大
い
に
影
響
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
王
氏
の
女
は
登
仙

し
て
鶴
に
化
し
た
と
い
う
の
だ
が
、
河
中
少
ヂ
調
徽
の
妻
一
昨
氏
も
、

中
和
二
年
(
八
八
二
)
に
死
ん
だ
際
に
は
、
詩
こ
そ
残
し
て
は
い
な

い
も
の
の
)
王
氏
の
女
と
同
じ
よ
う
な
経
過
を
た
ど
っ
て
鶴
に
化
し

:' 
F
1
iん
一

た
と
さ
れ
る
つ
こ
の
よ
う
な
例
か
ら
も
う
か
が
ー
わ
れ
る
よ
う
に
、
唐

代
に
あ
っ
て
は
道
教
的
~
信
仰
が
土
大
夫
の
み
な
ら
ず
、
婦
女
の
間
に

(川子

も
探
く
浸
透
し
て
い
た
り
果
州
南
充
県
(
四
川
省
南
充
市
の
北
)
の

人
で
あ
る
謝
自
然
は
、
幼
少
か
ら
道
徳
経
と
黄
庭
内
篇
を
請
し
て
穀

物
を
絶
っ
て
い
た
が
、
徐
々
に
怪
異
を
示
し
、
貞
元
十
年
(
七
九

四
)
に
金
泉
山
の
道
場
に
入
る
と
群
他
が
集
い
隠
う
よ
う
に
な
り
、

翌
年
十
一
月
二
十
日
の
白
川
覚
、
土
女
数
千
人
が
仰
ぎ
見
る
中
で
昇
天

し
た
思
果
州
制
料
史
李
限
一
一
一
が
こ
の
こ
と
を
よ
表
す
る
と
朝
廷
か
ら
認
が

~日付

さ
れ
、
ホ
ナ
竪
は
「
金
泉
道
場
碑
」
を
建
て
た
と
い
う
の

す
る
か
肯
定
す
る
か
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
話

ら
多
く
の
人
々
の
関
心
を
呼
ん
だ
ら
し
い
の
韓
愈
は
否

(

一

を

作

っ
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寒
f

広
謝
自
火
山

j

;
ー

;
i
j
d

司
ユ
田
川
リ
一
叫
4
1
心川川

J
H
H吋

れ
引
い
問
問
M14バ
7
4引
l
F
れ
H

乃
在
金
泉
h
A

J
:
7
4
:
i
 

掛
加
自
火
山

i
l
f
，
 

し
て
識
る
一
所
棋
く

但
だ
神
仙
有
る
を
開
く
の
み

生
、
を
軽
ん
じ
て
其
の
術
を
学
ば
ん
と
し

乃
ち
金
泉
山
に
在
り

寒
女

彼
の
察
、
女

、
沢
ノ
¥
尾
却
り
洋
一
1
こ
記
す

ッJ
1

1

て
r
d
n付
E
，
fgLV

コJ
A
-
-
d
d
n

，dU唱
h
a
v
w
r
u
F
W

感
悔
し
て
遊
に
詩
を
成
す

昧
き
者
交
し
く
紳
に
蓄
す
べ
し

ま
た
、
元
利
十
五
年
(
八
二

O
)
の
進
士
で
あ
る
施
肩
苦
は
「
謝

自
然
升
伯
」
詩
二
会
麿
詩
い
巻
悶
九
問
)
を
詠
じ
、
彼
女
は
「

ρ

解
」
し
た
の
で
は
な
く
、
「
自
鰯
」
に
乗
っ
て
昇
天
し
た
の
だ
と
見

な
し
て
い
る
。

分
明
得
道
謝
自
然
分
明
に
道
を
得
た
り
謝
自
然

み

だ

い

ト
出
来
没
説
戸
解
伯
古
来
漫
り
に
説
、
つ
戸
解
の
仙
と

如
花
年
少
…
女
子
花
の
如
き
年
少
の
一
女
子

の

身
精
臼
鶴
遊
青
天
身
は
白
鶴
に
騎
り
て
青
天
に
遊
ぶ

こ
の
ほ
か
、
劉
商
に
は
「
謝
自
然
創
遼
旧
居
」
(
吋
全
唐
詩
い
巻
一
ニ

om)
が
、
李
'
朔
に
も
「
題
金
内
氷
山
謝
自
然
法
後
」
(
吋
補
全
癒
詩
〕

拾
遺
巻
一
)
が
あ
る
。
部
自
然
の
「
昇
伯
」
を
詠
ず
る
こ
と
は
、
当

喰
乎
彼
然
、
女

、
い
れ
れ

1
市
」

mt、
加
山
口
防
庁

」
ノ
コ
ロ
日
ド
A
J
M斗
寸
年

Fh

感
傷
遂
成
詩

時
の
道
教
へ
の
関
心
の
，
強
さ
の
…
端
を
示
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

....L. 
/¥. 

以
上
見
て
き
た
詩
の
中
で
、
刑
死
す
る
に
臨
ん
で
作
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
の
は
陳
瑞
「
臨
刑
詩
」
と
楊
勤
「
臨
刑
賦
」
で
あ
る
。
し
か

し
、
陳
璃
の
場
合
は
、
史
実
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
彼
が
「
臨
刑

詩
」
を
残
す
可
能
性
は
強
め
て
少
な
い
。
唐
が
滅
ん
だ
天
祐
四
年

(九

O
七
)
に
成
っ
た
と
さ
れ
る
百
一
一
水
小
臆
」
の
撰
者
で
あ
る
皇

甫
枚
が
史
実
を
も
と
に
し
て
潤
色
を
加
え
た
も
の
と
言
え
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
「
沼
産
未
収
番
目
提
要
』
(
「
翠
経
室
外
集
」
巻
間
)

「
一
一
一
水
小
糠
二
巻
提
要
」
に
は
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。

麿
{
凶
器
甫
枚
撰
。
;
:
:
枚
当
旅
食
沿
・
昔
、
市
追
紀
成
通
時
事
、

共
得
上
下
関
巻
。
:
:
:
警
中
所
載
、
雌
渉
神
仙
・
智
正
異
之
事
、
間

筆
雅
詞
明
、
実
寓
垂
戒
。

唐
皇
欝
枚
撰
。
:
:
:
枚
沿
・
晋
に
旅
食
す
る
に
当
っ
て
、
成

通
の
時
事
を
追
紀
し
、
共
に
上
下
関
巻
を
得
た
り
。
:
:
:
書
中
に

載
す
る
所
は
、
神
仙
・
霊
異
の
事
に
捗
る
と
雌
も
、
部
る
に
筆
は

雅
に
し
て
詞
は
明
ら
か
に
、
実
に
霊
戒
を
寓
す
。

確
か
に
事
柄
は
「
霊
異
」
の
こ
と
に
属
し
、
ま
た
「
臨
刑
詩
」
も
、

世
松
市
の
栄
華
は
永
続
し
な
い
と
い
う
「
量
戒
」
と
し
て
読
む
こ
と
が

可
能
で
あ
る
む
楊
同
期
「
臨
別
賦
」
は
、
妖
慢
の
化
身
で
あ
っ
た
彼
の

(75) 



な
っ
た
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
つ

が
出
典
と
す
る
コ
削
微
志
い
は
既
に
伝
わ

事
い
に
つ
い
て
、
吋
開
問
庫
全
害
総
日
」
巻
百

m
間
十
一
子
部
、
小
説
家
類
一
一
一
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
、
べ
て
い
る
。

大
旨
在
徴
引
故
事
、
以
明
一
帯
有
定
数
、
加
熱
容
妄
競
っ
部
又
推
及

・
従
逆
之
所
以
然
。
蹴
採
舵
叢
頭
、
不
無
渉
於
誕
幻
、

つ
A

日
h
A
4

ザ
七
七
十
二
ャ
、

「
百
世
切
手

X
7
Hレ必ぃ

大
旨
は
故
事
を
徴
引
し
、
以
て
事
に
定
数
有
り
て
、
妄
競
を
容

る
る
紙
き
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
す
る
に
在
り
つ
関
し
て
又
推
し
て

夫
人
の
述
古
・
従
逆
の
然
る
所
以
に
及
ぶ
。
採
掠
す
る
こ
と
叢
演

に
し
て
、
挺
幻
に
捗
る
こ
と
無
く
ん
ば
あ
ら
ず
と
蹴
も
、
世
俗
を

微
な
発
し
て
、
意
は
頗
る
切
張
な
り
つ

た
と
え
ぺ
世
俗
」
を
戒
め
る
と
い
う
側
闘
は
有
し
て
い
た
に
し
て

も
、
こ
の
詩
も
「
拠
幻
」
に
わ
た
る
も
の
と
言
え
よ
う
の
線
寡
一
一
一
一
口
の

「
臨
化
一
不
弟
子
」
の
出
山
県
は
線
認
で
き
な
い
が
、
こ
の
詩
は
道
家
の

手
に
な
る
臨
終
詩
と
い
う
佐
格
を
宥
し
て
い
た
り
五
氏
の
女
の
「
臨

化
絶
句
」
も
、
道
家
的
色
彩
が
濃
厚
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
つ
こ
こ

に
取
り
上
げ
た
詩
は
、
決
し
て
一
流
の
文
人
の
手
に
成
っ
た
も
の
で

は
な
く
、
か
つ
柑
万
一
の
影
響
関
係
も
認
め
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ

と
も
椛
か
で
あ
っ
て
、
腐
詩
の
広
大
な
世
界
の
ご
く
一
部
分
を
構
成

し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
口

従
っ
て
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
詩
が
当
事
者
の
手
に
よ
っ
て
実
際

に
書
か
れ
た
か
ど
う
か
は
大
き
な
問
題
で
は
な
く
、
記
録
に
残
さ
れ

た
こ
と
自
体
が
、
当
時
の
文
学
的
風
潮
の
一
端
、
を
象
徴
的
に
反
映
す

る
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
c

つ
ま
り
、
作

品
数
は
多
く
な
い
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
詩
の
存
在
は
、
後
漢
末
期

に
そ
の
萌
芽
が
あ
ら
わ
れ
、
ム
ハ
朝
末
期
に
な
る
と
仏
教
的
世
界
に
近

(国
J

づ
い
て
い
っ
た
「
臨
終
詩
」
が
、
岩
代
、
特
に
そ
の
最
末
期
に
お

い
て
は
道
教
的
世
界
に
接
近
し
、
あ
る
い
は
道
教
的
世
界
の
一
部
と

し
て
取
り
こ
ま
れ
て
い
っ
た
と
い
う
、
麿
代
の
「
臨
終
詩
」
の
推
移

の
様
柑
を
ポ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

(76) 

「

従

一

首

吋

臨

刑

詩

い

巴
(
「
中
華
文
史
論
叢
」
第
六
四
集
、

上
海
市
籍
出
版
社
、

0
0
0
・
一
二
)
は
、
大
津
皇
子
、
陳
段
、
玉
、

江
為
以
下
、
計
一

O
首
に
及
ぶ
自
中
韓
の
「
臨
刑
詩
」
を
取
り
上
げ

て
い
る
の

)
拙
稿
コ
臨
終
詩
い
の
成
立
と
そ
の
展
開
」

(Ei問
中
世
の
京
協

文
学
い
研
文
出
版
、
一
九
九
八
所
収
)
参
照
。
ま
た
、
許
涼
「
王
可

封
臨
終
」
(
吋
全
管
詩
い
巻
五
…
一
一
八
〉
に
つ
い
て
は
、
「
膚
詩
中
の
吋
臨

終
い
の
語
を
め
ぐ
っ
て
」
ス
諜
意
と
は
何
か
い
東
方
敢
闘
応
、
一
…

0
0

所
収
)



(
3
)
拙
稿
「
六
朝
間
加
の

収
)
参
照
。

(
4
)
後
に
見
る
よ
う
に
、
新
・
旧

れ

ι時
滞
伝
、
が
あ
る
。

(
5
〉
抱
経
堂
叢
者
本
叶
一
一
一
水
小
問
に
付
さ
れ
た
謬
門
会
孫
の
校
補
に
、

つ
門
版
本
、
作
積
五
堆
金
又
山
中
川
禍
、
米
幾
候
忽
変
成
主
。
拠
広
記
校

い
く
ば
く

改
。
」
(
原
本
は
、
王
を
積
み
金
を
堆
み
又
捕
を
崇
く
す
、
未
だ
幾
な

ら
ず
し
て
筏
忽
と
し
て
変
じ
て
空
を
成
す
、
に
作
る
。
広
記
に
拠
り

て
校
改
す
。
)
と
一
一
一
問
、
っ
。

(6)
ま
た
、
立
制
騎
批
聞
い
謙
二
八
六
、
煉
儒
伝
に
は
、
同
姓
同
名
の
隙

瑞
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
記
事
が
見
え
て
い
る
。

〔
広
明
)
二
年
、
宗
権
造
組
徳
説
攻
〔
准
南
将
)
壊
、
:
:
:
。

明
年
、
徳
諮
又
奈
、
諸
将
四
千
戦
、
城
遂
陥
、
壊
死
、
人
相
川
…
識
者
、

併

ρ
子
井
。
復
州
一
長
史
陳
璃
従
壊
歪
江
陵
、
密
断
壊
首
霞
議
中
、

定
京
師
献
之
、
授
安
州
刺
史
。

〔
広
明
〕
一
…
年
(
八
八
二
、
宗
権
越
徳
能
を
し
て
壌
を
攻
め

し
む
、
:
:
:
っ
側
何
年
、
徳
詑
又
宝
り
、
諸
将
戦
い
に
困
し
み
、

吋
M

，

城
遂
に
陥
ち
、
壊
死
し
て
、
人
識
る
者
紙
一
く
、
戸
を
井
に
静

っ
。
復
山
川
長
史
陳
璃
壌
に
従
い
て
江
陵
に
歪
母
、
密
か
に
壌
の

京
師
に
走
、
げ
て
之
を
献
じ
、
安
州
刺

の
哀
傷
文
学
い
一
所

は
時
滞
に
作
り
、
そ
れ
ぞ

史
を
授
け
ら
る
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
逸
話
も
、
晩
唐
の
混
乱
期
に
偶
然
に
得
た
敵

将
の
首
を
朝
廷
に
献
じ
て
刺
史
の
地
位
を
授
か
る
と
い
う
健
倖
に
恵

ま
れ
た
別
の
「
陳
瑞
」
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
ひ

(
7
〉

巻

間

と

叫

太

平

広

記

」

巻

七

六

、

関

長

逸

・

蒋

合

弘

の
条
に
も
ほ
ぼ
向
文
の
記
事
が
あ
る
。

(8)
吋
全
協
同
詩
い
の
詩
題
は
、
越
箆
光
撰
「
万
首
唐
人
絶
句
」
巻
目
。

に
法
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

(
9
)
阻
八
在
慶
吋
唐
五
代
文
史
叢
考
」
(
江
一
白
人
民
出
版
社
、
一
九
九
五
)

所
収
の
「
名
・
字
考
」
に
、
コ
全
麿
詩
」
之
楊
損
与
開
名
字
子
黙
者

並
非
一
人
」
と
い
う
.
項
目
が
あ
る
が
、
一
向
吋
唐
設
と
に
伝
の
あ
る
楊

損
と
叶
臨
刑
賦
」
の
作
者
の
楊
損
は
別
人
で
あ
る
と
指
摘
す
る
に
と

》
」
キ
小
フ
Q
o

(
日
)
引
用
は
、
十
万
株
}
楼
叢
世
宮
本
「
山
勾
本
分
門
新
編
古
今
類
事
」
巻
二
、

帝
王
慎
一
兆
門
下
、
揚
劫
吟
詩
に
よ
り
、
伺
警
が
「
人
未
歪
所
法
処
」

に
作
る
館
所
は
間
摩
全
書
本
に
従
っ
た
。
な
お
、
吋
山
勾
本
分
門
新
編

古
今
類
事
い
は
、
諸
問
微
志
」
を
出
典
と
す
る
と
一
一
一
一
口
う
が
、
四
時
枠
全

世
宮
本
吋
八
刀
門
新
一
編
古
今
類
事
い
は
、
コ
賀
仙
伝
』
を
出
典
、
と
す
る
と

一言、っ。

(
日
)
吋
万
首
騒
人
絶
句
」
巻
問
。
は
、
「
題
石
上
」
に
作
る
。

(
ロ
)
吋
太
平
広
記
い
は
、
出
典
を
「
塙
城
集
仙
録
」
と
す
る
。
た
だ
し
、

現
行
の
定
明
域
集
仙
録
〕
に
は
袈
母
…
冗
君
以
下
、
四
一
同
少
女
ま
で
の

事
跡
を
…
記
録
す
る
も
の
の
当
該
逸
話
は
見
当
た
ら
な
い
。
日
~
庫
全

書
総
自
叫
恭
二
回
七
、
子
部
、
道
家
類
存
臣
の
円
塘
城
集
仙
録
」
の

項
は
、
以
下
の
よ
う
に
一
言
っ
て
い
る
。

捕
域
集
仙
録
ム
ハ
巻
、
器
杜
光
庭
撰
。
記
古
今
仙
女
凡
三
十
七
人
。

去
塘
城
者
、
以
女
仙
統
於
王
母
、
両
王
母
居
塘
域
也
。
張
君
一
民
営
問

笈
七
畿
所
載
、
与
此
本
立
異
。
扶
…
此
本
前
数
巻
皆
襲
漢
武
内
伝
・

(77) 



真
偽
蓋
不
可
知
。
疑
君
一
廓
所
録
為
原
本
、
市

此
本
為
後
人
雑
棟
地
審
問
合
成
簡
の
然
均
一
荒
膚
悠
謬
之
談
、
真

偽
亦
紙
…
足
探
弁
耳
。

端
城
集
仙
録
六
巻
、
調
社
光
庭
撰
a

古
今
の
仙
女
凡
て
一
一
一
十
七

人
を
記
す
。
塘
城
と
去
、
つ
は
、
文
仙
は
主
母
に
統
べ
ら
れ
、
玉
母

は
捕
城
に
府
る
を
以
て
す
る
な
り
つ
張
君
一
男
の
雲
笈
七
畿
の
載
す

る
所
は
、
此
の
本
と
互
い
に
異
な
る
つ
然
る
に
此
の
本
の
前
数
巻

は
皆
な
謀
武
内
伝
・
附
弘
景
の
真
誌
の
文
を
襲
、
っ
、
真
偽
は
悲
し

知
る
べ
か
ら
ず
の
焼
う
ら
く
は
君
一
房
の
録
す
る
所
を
原
本
と
為
し
、

此
の
本
は
後
人
他
蓄
を
雑
献
し
拘
合
し
て
篇
を
成
す
と
為
す
。

ひ
と
し

然
ら
ば
均
一
く
荒
麿
・
悠
謬
の
談
に
し
て
、
真
偽
も
亦
探
く
弁
ず

る
に
足
る
こ
と
無
き
の
み
の

な
お
、
「
王
氏
女
」
の
逸
話
は
吋
雲
笈
七
銭
い
巻
一
…
問
所
収
の

吋
樹
城
集
仙
録
い
一

O
巻
に
も
見
ら
れ
な
い
。

(
日
)
吋
太
平
広
記
い
巻
七

O
、
醇
玄
問
の
条
。

(
M
)
例
え
ば
、
賢
一
世
中
吋
麿
詩
与
道
教
い
(
満
江
出
版
社
、
…
九
九
六
)

は
、
「
麿
代
詩
人
的
操
選
迷
狂
」
な
ど
の
章
を
設
け
て
唐
代
文
学
と

道
教
の
関
係
を
広
汎
に
取
り
上
げ
て
い
る
。

(
日
)
吋
太
平
広
記
い
巻
六
六
に
、
吋
集
他
錨
一
い
を
出
典
と
し
た
謝
自
然
の

逸
話
を
載
せ
る
の

(
日
)
中
掛
川
の
巌
玄
亮
(
七
七
…

i
八
一
一
一
三
)
の
「
臨
柊
詩
」
が
仏
教
的

人
生
観
に
立
脚
し
て
い
る
こ
と
は
、
平
野
顕
照
之
臨
終
詩
い
論
」

(
大
山
壮
大
学
文
芸
研
究
会
「
文
芸
論
叢
」
一

O
、
一
九
七
八
)
に
指

摘
が
あ
る
の

(
北
海
道
教
育
大
学
札
幌
校
)

(78) 


